
最終更新日：令和 6 年 09 月 10 日

第四期特定健康診査等実施計画
リクルート健康保険組合



　特定健康診査等実施計画　(令和6年度〜令和11年度)
背景・現状・基本的な考え方　【第3期データヘルス計画書　STEP2から自動反映】
No.1 ・その他がんを除き、乳がん肺がんの順で医療費が高い。

・40代以降から悪性腫瘍の患者数が増加傾向にあるが、40歳未満に
おいても一定数の患者が存在している。

 早期発見早期治療のため、がん検診の受診を促進するとともに、受診条件を見直す。

No.2 ・歯科医療費が年々増加傾向。
・加入者の半数以上が一年間一度も歯科受診をしていない。  歯科受診勧奨、問診によるリスク状態の把握および自覚を促する。

No.3 ・被扶養者の特定検診受診率が低い。
・連続未受診者が多く存在し、健康リスク未把握の状態が長く続い
ている。

 受診勧奨、広報等による検診機会の周知徹底。

No.4 ・特定保健指導のリピート対象者の割合が高い。
・若年層のうち特定保健指導域該当者が一定数存在しているが、生
活習慣病の予防策が打てていない。

 保健指導参加機会の提供＆周知、若年者や予備軍に対し、将来的なリスクを低減させる
取り組みを行う。

基本的な考え方（任意）
-

特定健診・特定保健指導の事業計画　【第3期データヘルス計画書　STEP3から自動反映】

1 事業名 季刊誌　けんぽっぽforFamily 発行 対応する健康課題番号 No.3


事業の概要
対象 対象事業所：全て, 性別：男女, 年齢：40〜74, 対象者分類：被扶養者
方法 40歳以上の被扶養者を対象とし季刊誌を発行。健康リテラシーの向上を

促すとともに、被扶養者の特定健診の受診勧奨等に利用する。
体制 -

事業目標
40歳以上の特定健診対象被扶養者に向けて健康情報の提供・特定健診・保健指
導参加率の受診率向上

評
価
指
標

アウトカム指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
被扶養者の特定検診受診率を指標とするため、設定せず（特定健康診査事業にて指
標設定済）。 
(アウトカムは設定されていません)
アウトプット指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
季刊誌の発行率 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％
健診結果提出依頼 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回

実施計画
R6年度 R7年度 R8年度
・季刊誌「けんぽっぽforFamily」を発行。 ・被扶養
者の特定検診の受診に繋がるような紙面となるよう、
継続的に検討する。

・季刊誌「けんぽっぽforFamily」を発行。 ・被扶養
者の特定検診の受診に繋がるような紙面となるよう、
継続的に検討する。

・季刊誌「けんぽっぽforFamily」を発行。 ・被扶養
者の特定検診の受診に繋がるような紙面となるよう、
継続的に検討する。

R9年度 R10年度 R11年度
・季刊誌「けんぽっぽforFamily」を発行。 ・被扶養
者の特定検診の受診に繋がるような紙面となるよう、
継続的に検討する。

・季刊誌「けんぽっぽforFamily」を発行。 ・被扶養
者の特定検診の受診に繋がるような紙面となるよう、
継続的に検討する。

・季刊誌「けんぽっぽforFamily」を発行。 ・被扶養
者の特定検診の受診に繋がるような紙面となるよう、
継続的に検討する。

2 事業名 特定健康診査 対応する健康課題番号 No.3


事業の概要
対象 対象事業所：全て, 性別：男女, 年齢：40〜74, 対象者分類：加入者全員
方法 ・加入者の受診状況を確認する。

・被扶養者の受診率を上げる施策を検討、実施する。
体制 -

事業目標
生活習慣病の予防。

評
価
指
標

アウトカム指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
内臓脂肪症候群該当者割
合 6.4 ％ 6.4 ％ 6.4 ％ 6.4 ％ 6.4 ％ 6.4 ％
被扶養者の受診率 55.0 ％ 58.0 ％ 61.0 ％ 64.0 ％ 67.0 ％ 70.0 ％
アウトプット指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
被扶養者の受診状況分析 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回
特定健診実施率 82.0 ％ 82.6 ％ 83.2 ％ 83.8 ％ 84.4 ％ 85.0 ％

実施計画
R6年度 R7年度 R8年度
・被扶養者の受診率向上対策を検討する。 ・健診機
会や健診結果提出の広報を実施する。

・被扶養者の受診率向上対策を検討する。 ・健診機
会や健診結果提出の広報を実施する。

・被扶養者の受診率向上対策を検討する。 ・健診機
会や健診結果提出の広報を実施する。

R9年度 R10年度 R11年度
・被扶養者の受診率向上対策を検討する。 ・健診機
会や健診結果提出の広報を実施する。

・被扶養者の受診率向上対策を検討する。 ・健診機
会や健診結果提出の広報を実施する。

・被扶養者の受診率向上対策を検討する。 ・健診機
会や健診結果提出の広報を実施する。
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3 事業名 特定保健指導 対応する健康課題番号 No.4


事業の概要
対象 対象事業所：全て, 性別：男女, 年齢：40〜74, 対象者分類：基準該当者
方法 特定健診での基準該当者に対し、特定保健指導を実施する。
体制 -

事業目標
生活習慣病の予防（生活習慣の改善）

評
価
指
標

アウトカム指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
派遣社員の保健指導実施
率 15.0 ％ 19.0 ％ 23.0 ％ 27.0 ％ 31.0 ％ 35.0 ％
特定保健指導対象者割合 12.7 ％ 12.7 ％ 12.7 ％ 12.7 ％ 12.7 ％ 12.7 ％
特定保健指導による特定
保健指導対象者の減少率 30.8 ％ 31.3 ％ 31.8 ％ 32.3 ％ 32.8 ％ 33.3 ％
アウトプット指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
検討会議の実施 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回
保健指導実施率の分析 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回
特定保健指導実施率 30.0 ％ 33.0 ％ 36.0 ％ 39.0 ％ 42.0 ％ 45.0 ％

実施計画
R6年度 R7年度 R8年度
・対象者に保健指導実施の機会を提供し、実施率向上
を目指す。 ・派遣社員の実施率向上対策を検討、実
施する。

・対象者に保健指導実施の機会を提供し、実施率向上
を目指す。 ・派遣社員の実施率向上対策を検討、実
施する。

・対象者に保健指導実施の機会を提供し、実施率向上
を目指す。 ・派遣社員の実施率向上対策を検討、実
施する。

R9年度 R10年度 R11年度
・対象者に保健指導実施の機会を提供し、実施率向上
を目指す。 ・派遣社員の実施率向上対策を検討、実
施する。

・対象者に保健指導実施の機会を提供し、実施率向上
を目指す。 ・派遣社員の実施率向上対策を検討、実
施する。

・対象者に保健指導実施の機会を提供し、実施率向上
を目指す。 ・派遣社員の実施率向上対策を検討、実
施する。

4 事業名 ファミリー健診（被扶養者健診） 対応する健康課題番号 No.3


事業の概要
対象 対象事業所：全て, 性別：男女, 年齢：19〜74, 対象者分類：被扶養者/任

意継続者
方法 8月〜2月に実施
体制 -

事業目標
各種疾病の早期発見、健診受診率（特に特定健診）の向上。

評
価
指
標

アウトカム指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
被扶養者の特定検診受診率を指標とするため、設定せず（特定健康診査事業にて指
標設定済）。 
(アウトカムは設定されていません)
アウトプット指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
検討会議の実施 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回
ファミ健受診率分析 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回

実施計画
R6年度 R7年度 R8年度
・対象者に受診機会を提供する。 ・短時間派遣社員
の受診も可能とする。 ・受診率向上のため、広報や
受診勧奨等を実施する。

・対象者に受診機会を提供する。 ・短時間派遣社員
の受診も可能とする。 ・受診率向上のため、広報や
受診勧奨等を実施する。

・対象者に受診機会を提供する。 ・短時間派遣社員
の受診も可能とする。 ・受診率向上のため、広報や
受診勧奨等を実施する。

R9年度 R10年度 R11年度
・対象者に受診機会を提供する。 ・短時間派遣社員
の受診も可能とする。 ・受診率向上のため、広報や
受診勧奨等を実施する。

・対象者に受診機会を提供する。 ・短時間派遣社員
の受診も可能とする。 ・受診率向上のため、広報や
受診勧奨等を実施する。

・対象者に受診機会を提供する。 ・短時間派遣社員
の受診も可能とする。 ・受診率向上のため、広報や
受診勧奨等を実施する。

5 事業名 人間ドック補助 対応する健康課題番号 No.1


事業の概要
対象 対象事業所：全て, 性別：男女, 年齢：40〜74, 対象者分類：被保険者
方法 8月〜2月に実施。
体制 -

事業目標
がんなどの疾病の早期発見。

評
価
指
標

アウトカム指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
他の事業に注力するため設定せず。 
(アウトカムは設定されていません)
アウトプット指標 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度
検討会議の実施 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回
人間ドック受診率分析 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 1 回

実施計画
R6年度 R7年度 R8年度
・対象者に受診機会を提供し、補助を行う。 ・健診
内容等、全体を見直す。

・対象者に受診機会を提供し、補助を行う。 ・健診
内容等、全体を見直す。

・対象者に受診機会を提供し、補助を行う。 ・健診
内容等、全体を見直す。

R9年度 R10年度 R11年度
・対象者に受診機会を提供し、補助を行う。 ・健診
内容等、全体を見直す。

・対象者に受診機会を提供し、補助を行う。 ・健診
内容等、全体を見直す。

・対象者に受診機会を提供し、補助を行う。 ・健診
内容等、全体を見直す。
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達成しようとする目標∕特定健康診査等の対象者数
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

特
定
健
康
診
査
実
施
率

計
画
値
※1

全体 34,278 ∕ 41,803 ＝
82.0 ％

36,256 ∕ 43,893 ＝
82.6 ％

38,344 ∕ 46,087 ＝
83.2 ％

40,552 ∕ 48,391 ＝
83.8 ％

42,884 ∕ 50,811 ＝
84.4 ％

45,348 ∕ 53,351 ＝
85.0 ％

被保険者 33,041 ∕ 39,553 ＝
83.5 ％

34,886 ∕ 41,530 ＝
84.0 ％

36,831 ∕ 43,606 ＝
84.5 ％

38,885 ∕ 45,786 ＝
84.9 ％

41,052 ∕ 48,076 ＝
85.4 ％

43,338 ∕ 50,479 ＝
85.9 ％

被扶養者 ※3 1,237 ∕ 2,250 ＝
55.0 ％

1,370 ∕ 2,363 ＝
58.0 ％

1,513 ∕ 2,481 ＝
61.0 ％

1,667 ∕ 2,605 ＝
64.0 ％

1,832 ∕ 2,735 ＝
67.0 ％

2,010 ∕ 2,872 ＝
70.0 ％

実
績
値
※1

全体 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％
被保険者 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％
被扶養者 ※3 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％

特
定
保
健
指
導
実
施
率

計
画
値
※2

全体 1,312 ∕ 4,376 ＝
30.0 ％

1,516 ∕ 4,595 ＝
33.0 ％

1,737 ∕ 4,825 ＝
36.0 ％

1,975 ∕ 5,066 ＝
39.0 ％

2,234 ∕ 5,320 ＝
42.0 ％

2,513 ∕ 5,585 ＝
45.0 ％

動機付け支援 735 ∕ 2,471 ＝
29.7 ％

849 ∕ 2,595 ＝
32.7 ％

973 ∕ 2,725 ＝
35.7 ％

1,106 ∕ 2,861 ＝
38.7 ％

1,251 ∕ 3,004 ＝
41.6 ％

1,407 ∕ 3,154 ＝
44.6 ％

積極的支援 577 ∕ 1,905 ＝
30.3 ％

667 ∕ 2,000 ＝
33.4 ％

764 ∕ 2,100 ＝
36.4 ％

869 ∕ 2,205 ＝
39.4 ％

983 ∕ 2,316 ＝
42.4 ％

1,106 ∕ 2,431 ＝
45.5 ％

実
績
値
※2

全体 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％
動機付け支援 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％
積極的支援 - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％ - ∕ - ＝ - ％

※１）特定健康診査の（実施者数）∕（対象者数）
※２）特定保健指導の（実施者数）∕（対象者数）
※３）特定健診の対象となる被扶養者数には、強制被扶養者、任意継続被扶養者、特例退職被扶養者、任意継続被保険者、特例退職被保険者を含めてください。
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目標に対する考え方（任意）
【特定健診】
・将来的には単一健保目標90％以上を目指す方向ではあるが、まずは85％を達成するために段階的な目標を設定する。
　被扶養者については、定期的に広報誌や通知等による受診勧奨を行いつつ、実施率向上を模索する。
【特定保健指導】
・将来的には単一健保目標60％以上を目指す方向ではあるが、まずは国の目標45％を達成するために段階的な目標を設定する。

特定健康診査等の実施方法
【特定健診】
・事業会社で実施する定期健康診断またはリクルート健康保険組合が実施する人間ドック・ファミリー健診を特定健診をとする。
　なお、年度内に複数回の健康診断を受けた場合は一番先に受けた健康診断を特定健診とする。
　（例：6月に定期健康診断を受けて12月に人間ドックを受けた場合、6月の定期健康診断を特定健診とする）
・事業会社で実施する定期健康診断は「従業員は6月〜8月」「派遣スタッフは春6月〜7月と秋11月〜12月」に実施する。
　リクルート健康保険組合が実施する人間ドック・ファミリー健診は「8月〜翌年2月」に実施する。
・人間ドック・ファミリー健診は、株式会社イーウェルに健診受付代行業務を委託。
　委託先については、健診費用や健診結果データの授受等により、随時、他業者との変更を検討する。
・人間ドック・ファミリー健診については、対象象者へ郵送案内と当健保ホームページ掲載により周知する。
・健診受診者データは、事業会社および株式会社イーウェルから受領し、基幹システムにて保管する。
【特定保健指導】
・11月〜翌年9月頃の期間に、健康保険組合が契約をした委託先にてICTを活用した遠隔指導を実施する。
・委託先については、指導内容や終了率等により、随時、他業者との変更を検討する。
・対象者へは郵送案内にて周知する。
・特定保健指導データは、委託会社から受領し、基幹システムにて保管する。
※特定健診・特定保健指導の事業計画の欄に、第3期データヘルス計画書STEP3 から自動反映されている場合は任意

個人情報の保護
当健保組合は、リクルート健康保険組合個人情報保護管理規定を順守する。当健保組合及び委託された健診・保健指導機関は、業務によって知り得た情報を外部に漏らして
はならない。

特定健康診査等実施計画の公表・周知
本計画の周知は、機関紙や当健保組合ホームページへの掲載によって行う。

その他（特定健康診査等実施計画の評価及び見直しの内容等）
・当計画については、毎年度評価を行い、目標との乖離を把握し、次年度の取り組みに生かす。
　また令和9年度に、3年間（令和6年〜8年）の中間評価・見直しを行う。
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